
の登熟障害に関する研究
土壌水分が裸麦の生育並びに稔実に及ぼす影響

酉川省造⑧高野圭三 （作物学研究室）

1一

　　Shδzo　NISHIKAWA　and　ke〕zo　TAKANO

Stud1es　on　the　Obstruct1on　of　R1pen1n．9Bar1ey　and

Wheat　P1ants　I　Effects　of　So11M01sture　Content　on

　the　Growth　and．R工pemng　of　Naked　Bar1ey　P1ants

　　　　　　　　　繕　　　　言

　麦類の登熟障害が生育申の複雑な舞境条件に支配され

ることは云うまでもなく，直接的には登熟期の不良環境

に影響されるところが大きい。しかしながら，その登熟

障害発現の様相はそれまでの生育が如何なる環境下に経

遇したかによつて当然異つて来るものと考えられる。

　従来，麦類の湿害に関して土壌水分の面から麦類の生

育並びに収量との関係について数多く報ぜられ，分けつ

期若しくはそれ以前の湿潤が生育を著しく阻害し収量の
　　　　　　　　　　　　　　　（ユ、（2）（3）（4）（・1）（の
減退顕著なることを明らカ）にした。

亦，茜南暖地に於て，麦δ枯熟れ現象を土壊水分並ぴに
　　　　　　　　　　　　　　て？X8）（9）（・0）（岬（12）（13）（14）

温度の面から検討を加えた多くの業績もみられる。

　筆者らは，裸麦について土壌の含湿状態を種々変えて

生育せしめ。これが登熟期に於て、比較的高温条件下で

経遇することによる登熟に及ぼす影響を観察せんとして

本実験を試みた。今後更に明らかにすべき点も多いが結

果の概要について報告する。

　　　　　　　　実験材料及び方法

　裸麦申国裸5号を，予め養成した苗圃より整一な苗を

選んで，／／月5日，2万分の1フグネルポツトに，／ポ

ツト当り3個体宛移植した。供試土壊は本学農場の畑土

（壌土）を用いた。施肥量はボット当り硫安59過石79

硫加2・59石灰5．69を施した。試験区は4連制とし他に

抜取用とLて各区／ポツト宛準備した。処理方法は水位

をカラスの側管を用いて調節し地表下25cm／0cmOcmと

なる様水位を保つ㍍筒地表下5c1mの位置での土壌水分

は概ね容水量の夫々60劣（標準区）90％（湿潤区）30？6

（乾燥区）となる様努めた。処理開始後ガラス室に搬入

し，串穂後夜間は更にビニールの幕を覆つて保温した。

試験設計は第／図に示す通りである。

第1図試験設計一覧
V賄　　　　　　　　姐期　　X顛
1・ユo・　　　　　　　　　　　　2．ユ氏　　　3、㈹． 欝

註烏評篤裟腎蹄榊唖皿靭坤

　　　　　　　　案　験　結　果

1．地上部並びに地下部の生育

　（／）草丈，茎数，葉身長

　第／表にみられる如く，労けつ期から伸長期にかけて

の湿潤（3，4，5区）は草丈の伸長を抑制するが，特に

茎数の増加を甚だしく妨げる。しかし，その後の乾燥に

よつて若干遅発分けつによる茎数の増加をみたが多くは

枯死するに至つた。伸長期から乾燥状態にあつた2区

は，草丈を幾分抑制せられたが，弱少茎は顕著に減退し

穂数も最も少かつた。葉身長についても第2表に示した

如く，3，4，5区に於て明らかに処理の影響が認められ，

葉身の伸長を阻害した。／，2，6区に於ては大差は認め

られないが若干上位の葉で伸長が抑制せられた。

　　（2）葉の枯上り

　湿潤処理を行つた3，4，5区に於ては，分けつ期から

伸長期にかけて，葉の枯上程度が標準区に比して進んで

いる・このことは第3表にみられる通りであるが，出穂

後の乾燥は却つて葉の枯上りを遅延せしめ，止葉の変黄

化も遅い様にみられた。これに反して／，2区並びに6

区の出穂後に於ける葉の枯止りは遠やかであつた。
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第1表 草丈，茎数の変化

I．18 I，／ 皿．コ0 正　20 阻．　1 W．／0 皿．20 ’皿．30 皿．　9 皿．20

丈　　（Cm）

C．
8．／ 13．4 20．3 24．6 30．ア 39．8 60．7 74．3 一 ｝

／ 8．4 ／4．／ 20．8 24．8 30．2 40．9 6／．3 72．8 一 一
2 8．6 ／4．3 20．6 24．ア 30．9 39．8 60．2 66．2 一 一
3 8．4 ／3．8 2Q．2 23．9 28．8 33．5 4ア．／ 62．．0

川 一　一

4 8．5 ／3．7 ／9．9 24．3 28．2
33．．0

47．9 62．6 一 一

5 7．9 ／3．5 ／9．ア 23．1 2ア．2 3213 49．0 64．6 一 一

6 9，4 ／5．6 21．9 25．6 3／．6 4／61 62．4 ア4．4
一 一

茎 数　　（本）

C 3．／ 5．5
1　681　　6．1

8．2 ／0．9 12．ア
／
2
8
1
／
／
。
1

　　I961
9．2 8．9

工 3．／ 4．8 7．2 ／0．1 1／．3 901 8．9 8．ア

つ
』

3．2 5．／ 6．／ 7．2 ／0．5 ／／．7

l
／
・
1
6
．
6

6．0 5．7 5．／

3 2．6 4．4 5．9 61！ 6．9 ．6．8 9．3 7．／ 5．6

4 3．4 5．3 6．3 6．9
8
，
0
・
・
1

7．9 ア．4 9．2 6．9 5．5

5 2．9 4．8 5．5 6．3 6．9 8．O 6．6

6 3．／ 5．1 6．1 ア．／ l161 1／．9 12．4 9．8

5．91　55・・j・・

茎数の増加率（％）
C ／00 ／77 ／24 ／2／ ／33 ／17 102 75 96 97
／ 100 ／55 ／2ア ／／8 ／40 ／12 ／02 ア8 99 98

2 100 ／59 ／20 ／／8 ／43 ／／4 100 50 95 90

3 100 169 134 ／03 ／13 99 99 ／4／ ア6 79

4 ／00 156 1／9 110 1／6 99 94・ ／24 ア5 80

5 ／00 166 ／15 1／5 ／08 ／0／ 1／6 83 89 90．

6 100 165 ／20 ／／6
　　　一／5C　l

I

1／2 ／04 79 98 97

第2表 葉位別葉身長・の差異
＼＼項目
　＼試験区＼

葉 位 （下位より数える）

・一 ・1 ・1 6 ア 1・1・ ／・1 ぺ ／2

C ／00 ／00 ／00

1 ／00 ／00 1， ／001 ／00 ／00 ／00 ／00

／
g
貧 ／04 ／00 ／0／ ／00 ／02 9ア 92 ア4 25

2 ／0／ ／07 ／04 ／01 9ア 97 ％ 94 89 60

3 ／00 ／0ア 104 ／12 ／01 ％ 84 66 50 ／5

4 ／00 10／ ／03 9ア ％ 93 85 66 55 34

5 95
／
0
／
1
／
・
1

、／01 ／00 9ア 9
1

79 67 54 15

6 ／03 ／／2 ／／0 ／00 98 9ア 90 ア2 38

　（3）出穂期，成熟期

　出穂期については区間に大差が認められなかつた、全

般に出穂期が早められた訳は、ガラス室での高温による

影響と思われ，戸外のポットのものに比し略20日位早ま

つた。成熟期は，標準区に比して，4区がわずかに遅延

をみた外・何れも若干成熟を促進する傾向にあつた。従

つて，登熟日数は，標準区に比し，4区を除いて，何れ

’も2日乃至4日短縮された。（第4表参照）

　（4）生下部の生育

　一地下部の生育については，第5表の抜取調査の結栗に

みられる如く，分けつ期乃至伸長顛間の湿潤は，根の伸

長を著しく阻害して浅根化し，R／T比の低下がみられ
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8
験
区
＼

出 成 登

穫 熟 熟
・穂黄 止黄 登進

日
変・

期 期
変 熟日

数
首期、 葉期 促数

月　目 月　日 H ハ　日 刀　日 日

O 3．23 4．25 34 4．21 4．19 一
／ 3．23 4．22

3
／ 4．2／ 4．／9 3

2 3．23 4．24 33 4．2／ 4．／9 1
3 3．23 4．26 35 4．25 4．23 一／

4 3．23 4．23 32 4．23 4．20 2
5 3．24 4．23

3
／ 4．23 4．20 3

6 3．23 4．24 53 4．22 4．／8 ／

~:~~, ~~~;~Q)~~:~~~~f･-*~Q < , ~~~;iC~~;~~ ~ 5, 4, 5 

~ ~~!~>~ r: . ~,:~~* ~:e~~L*~ i~~~~~j~~ ~ ~l, f~:~>~fc~~, 

5, 4 ~:~~~)~~>~~~~~*~:n~le~~)~rc. ~,:~~*~:_ i~, 2 ~:~c~ 

~:~~~･)J+ < 5,' 4, 5 I~~~c~L~c~~~+~'/J~~>~T*-. 

-~~~~jC~~~rc 5, 4, 5 ~:}c~~~~ii~jC~~~>~7c. -~~~,~~:"~: 

~c ~~~ffc7~:~>1)T*-. f~l~~~-~~~:i~~~~C~:~~ ~ I ~:~ 

4~:~~~~:~~~< , 5, 5, 6~:~~CtL{c~~~~, 2 ~~I~~~~~ 

~: ~ ;~~~~~ ~ ~L f~~~>O 7c . 

U~~tL(~~: ~ L~;.T-~~~* ;~ ~~, ~~~yO~~:~> ~ f~~:~~ec~> 

eyC~~~!~iC~~,Of･** ~, 4, 5 I~i~~,Q)f=_~~.T~~~;U~>O7c. 

~ ~~:~~･,.=~~~tl~. I , 2~:1c~~U~+f._.1~f.T~~~~-･*__*~)~tL~c. 

C~L,*~ , ~~~~~h~c cz)~:~)~~7;~~~:r~cD~=~~Ic~~~:~i~ ~ C 

71)~~~;jC;~~ ~>~tc C *~ iC J~ ~ ~ CD ~,E~l*~)~L~ ~ 

(4). I OO~~L*'~: 

'1 O O~~L~+'~;icl)L~Ci~, ~~!~:~~i~･~~]~~>r~: ;~~:~:~~~1 

~) 5 ~. ~~6i~}~ ~~~C ~~;~~L~~Q< , 4, 5~:~) f~!T 

~~~~~~ ~~~Uv>. ~C~C ~i~f~~:~~1~)~~~]~~~I~,-~~~~cD~~~~:, 

~c~;OC ~;~~e~f}Ci~~~~>< ~~~~!~~1~~~**~~~i~~, 

~~~J~~3~ ~~T~1~ ~ Q)~~~f~* ~: Lr:~~i~~lc~ ;~ ~ ~) ~ ~~~; 

~tL~~ f~f, I , 6~~;~O~~'51~iC~~C~~~~;~~:~~fiCIOO 

~~L:,*-~:Q)[~:T~~7c. 21~~~~,~~~~~ec,t~~~:~~~~~t~: 

~>~f'**~~~~~~*Cl~, ~,:~*~C~~~~~~~:･j~+~*C ~, -~~~~~ji~; 

~:~,~~c~L+'~Q)~~~'/J+~~~!~i~~~~~~:~~i~ I OO ~~L='+~:;~~~~I~H~ U~~ 
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＼　項目＼

桿華 ．穂 穂茎 根． 最根 地乾 同標 地乾 同標 R／T 同標
篭＼区 長茎 数塾 上物 準 下物 準 準

長 数 長長 部重 対比 、部重 対比 （乾物比） 対比
CH1 Cm 本 本 CH1

／
引
／
ア
1

％ 一

h
％ ％ ％

I．28
／ 33．0 一

’／0．0 29．5 50．3 ’100 0．5 ／00 27．8 ／00

5 30．6 一
7．5 27．0 26．0 94 0．4 80 23．5 85

C 8／．3 6．3 8．O 55．3 55．5 24．6 ／00 ／．6 ／00 6．5 ／00

2 63．ア 6，2 6．ア 44．3 58．2 ／ア．0 69 ／．ア 106 ／0．0 ／54

血．16
3 72．8 5．3 8．Q 5ア．0 56．8 ／2．2 50 ／．／ 69 9．0 ／38

4 70．ア ’5．7 4．7 4／．3 66．0 9．8 40 ／．7 ／06 ／ア，3 266
．6 80．3 5．8 8．3 58．7 41．3 23．6 ％ 0．7 44． 3．0 46

(~~) I ~~."･･y h ~4~,~~ ~Z~1 f ~ 

桿 穂
有

一　　株 平均一、穂当 一一 効 ○
同

株
茎 全 穂 同比 穂 稔粒 稔粒 不粒 不粒 稔歩 O

左
穂

歩 完 粒
比

長 長 数 合 重 重 左率 重 実重 実数 全数 稔数 実合 重
率

Cu C11 冷 免 　『　只28．71／63　I22，0／／．5 笥　・ 耐

h 一　〇．0 窮
h

％

0 ア9．3 6．0 8．9 70 ／00 ／．9 ／．5 49．8 ／／．8 80．8 3．26 ／00

＊＊

／ ア5．8 5．9 8．ア 76
7
／ ／．3 ／．4 4L16 0．0 1ア．8 70．0 2．66 82

ク
』 62．8 5．7 5．1 43

1
ア
．
5
／
。
。
1

9．5 58 ／．9 ／．4 45．8 0．0 ／8．5 7／．2 3．04 93
＊

、5 70．4 5．2 5．6 60 8．ア 53 ／．6 ／．3 4ア．3 0．0 9．2 83．7 2．％
9
／

＊＊

4 69．6 5．4 5．5 60 ／3，6　7．ア　1／3．昌8．2 4ア ／．4 1．2 50．6 0．／ 8．9 84．8 2，46 75
＊＊

5 72．9 6．／ 5．4 68 50 ／一．6 ／．2 49．9 0．2 8．8 84．ア 2．32
7
／

　
専
2
5
，
9
1
6
．
0
　
1

＊＊

6
ア8．ア 5．9 9．3 ア5 98 ／．7 ／．4 50．2 0．O ／0．0 83．4 2．74 84

o~; 
Jz) 

1 oo 

82 

9~ UA
 

75 

84 

fCC ~ iC ~~ ~ ~,~~I*~)~L;~ . 

3. ~~7"ml~~O~[Ci~;=~LO~~~'~~<1b 

~~;~~"~~L}~ I ~i20 ~ (O~L!!~~~i~~~~'* ~j' ~ ;~~~F~liC~f~~f~r~~ 

TC . ~~~:~~ ~~FpI~D~~~~~d~'iC~~~~~)~i~~ ~ ~)~~]L'~~i~~~ 2 

~l!r(L~~:U7c~Q /. ~~)~. ;rf~ ;~~P~i~~f~'~iC~b~, ~~*~~~~ 

eCO~*Ci~~Ft･.~~,*t~~ 8.8'c, ~.:~~~~~~"~ ~B~~~i~ m~** 11 .1 'c Q) 

~~~f~)~ ~;~)iC~:;~! 1-7c~ i'L~~~lCO~*~ ~ ~~i~,fiC~tU~~ 

' ~~ 5'c~;~)~~)~rc. ~~~~' ~~'/cr~~*C~~1~~f~l~ir l~~;~~ ~ 

~1~~ 7~ ~>~ fC fJ~~*z; f~_*"**'_l~ }r_ ~~C ~)~ ~>7~ ~-~ ~ 7~: ~) (D ~~1~~l ~3~ 

7T~Ufc. 

~"~ 

~ ~~ ~~:cO~~;~L~~i,.,..~~~~'*~~~~L'*~~~~~ ~ ~ 5 L~=F~~~:~~Fpl~)~~f~~ ;~ -~~ 

~~Q)~~;~~~ UC~)~~I~'~7~ ~ C ~ ~~~}~r~~~~C~i~~~ 5 ~~ 

~~ ~7~:~* ~~"'~!!~-'~=~~,-,,..j~~~=F~~~)~3~~~~~;8~~i~~{:~~)~', ~r~=~3~c~~~l~~~: 

/?~~~:~~l~~~~~~ ~ ~ C~Lic~~F~:U7 ~:7j~~~rcO~:~~:;~;~~~~ 

~ ~)~~ ~) ~ . ~fl~~t~~~~~iCTcO~:t~~7j~~~r~~~~~~:Q)~~=F~; 

~~O~jC~:~f~}C2~i~~~~~~:i~(~O~~C~;~~~~~r~~i~I~;~~f~O7c 

~)~~)~~~, ~:f~;:~)~~~~~r~;~-, i~)~:f~Fi~~~f~r~~:~~~ 

~)~~;~~~i-'~'-',-･ ~iUr*-iC;~:~~~f, i~!~L)~.~!~~~~~7~;~~!~~"*c~ ~~~* 
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第2図　気箪並びに地温の変化
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1一下〉庄甲下虹申下4工申下隻上亨

を来たし，穂数も各区を通じて最も少かつた。亦不稔粒

も著しく増し，稔実歩合を砥下せしめた。しかしながら

完全粒についてみると，粒の充実は比較的良好で／00粒

重も標準区に比して大差を認めなかつた。この点につい

ては穂数の極端な減退と稔実歩合の低下が補償的に100

粒重の増加を促した結果によるものと思われる。

　　　　　　　　摘　　　　要

　（↑）土壌水分の多寡が裸麦の生育茸びに稔実に如何

なる影響を及ぼすかについて実験を行つた。

　（2）本実験は2万分の／ワグネルポヅトを用い，ガ

ラス室内で行つた。

　（3）ガラス室内は戸外よりも気温で約9〕C，地温に

して約ゲC夫々高めで経遇した。

　（4）分けつ期から伸長期にかけて湿潤に経過したも

のは，根の伸長を著しく阻害して根量を減じ；茎数も極

めて少い。しかして，その影響は登熟にも及び／00粒重

を低下せしめた。殊に登熟期に乾燥に遇つたものは，稔

実を著しく阻害した。

　（5）伸長期から登熟期にかけての乾燥は稔実歩合を

著しく低下せしめた。

　（6）登熟期の湿潤は一時的には生育を旺盛ならしめ

るが，長期の湿潤は粒の充実を著しく阻害せしめた。
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　　　　　　　　　　鼠6鋤磁6

　（1）　The　ob〕ect　of　our　exper玉ments　was　to　my‘

estigate　the　re1ation　between　soi1moisture　co－

ntent　at　each　growth　per1od　and　the　growth　and

bearing　of　naked　bar工ey．

　（2）　The　expenment　was　made　at　the　g1ass

house　us1ng　of1／20，OOO　Tan　Wagner’s　pot

　（3）　The　g1ass　house　was　mamtamed　m　hユgh1er

temperature　than　in　the　fie1d．The　room　temper－

ature　was　highier　about　goc　in　air亡emperature

and3．c　in　soi1temperature　respecti▽e1γ

　（4）Inh1b1t1on　caused－by　excess1ye　m01sture

dur1ng　e1ongat1ng－t111er1ng　stage　of　bar1ey　d1－

m1mshed　the　roots　and　sta1ks　and　the　we1ght

per100grains　was1owered．by　this　effect．This

effect　was　remarkab1e　espec1auy1n　the　case　of

dry1ng　attack　the　r1pen1ng　stage　of　p1ants

　（5）　Dry1ng　up　of　the　s011　durmg　r1penmg

　period　from　the　e1ongati6n　period　chεcked　the

ennchment　of　the　gra1n

　（6）　A1though　excess1ve　s011m01sture　benef1t

the　growth　for　a　tlme，　Protracted　excesswe

mo1sture　1ncreased　m　h1b且t　the　growth　and

produce　the1mmature　σra1n




